
Yokohama
50年代半は頃から心の豊かさが

モノの豊かさを上回るようになった。

生活の文化化は、心の豊かさが

もたらしたものであろうか。
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自
由
時
間
の
増
大
や
所
得
水
準
の
向
上
な
ど
に
よ
り
、
多
様
な
余
暇
活
動
が
展
開

さ
れ
て
お
り
、
人
と
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
地
域
の
中
で
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

余
暇
時
代
の
到
来
は
新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か

余
暇
時
代
の
到
来

　
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
人
び
と
は
モ
ノ
の
豊
か
さ

か
ら
心
の
豊
か
さ
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

週
休
２
日
制
や
耐
久
消
費
財
の
普
及
は
自
由
時
間
を
増

大
（
※
①
）
さ
せ
、
所
得
水
準
の
向
上
と
相
ま
っ
て
、

生
活
の
質
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
っ
た
。
第
１
章
で
も

述
べ
た
よ
う
に
、
今
後
の
生
活
の
力
点
は
「
レ
ジ
ャ
ー
・

余
暇
生
活
」
、
生
き
が
い
を
感
じ
る
と
き
は
「
趣
味
や

ス
ポ
ー
ツ
活
動
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
１
位
に
な
っ
て
お
り
、

わ
が
国
は
本
格
的
な
「
余
暇
時
代
」
を
迎
え
て
い
る
。

増
大
す
る
余
暇
市
場

　
高
齢
化
、
女
性
の
社
会
進
出
、
家
事
の
外
部
化
、
職

場
へ
の
帰
属
意
識
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
今
後
の
自
由

時
間
は
確
実
に
増
え
る
。
さ
ら
に
健
康
や
精
神
的
安
定
、

生
き
が
い
な
ど
内
面
的
な
も
の
の
充
実
が
重
視
さ
れ
る

な
か
で
、
消
費
構
造
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
衣
食

住
な
ど
に
か
か
わ
る
生
き
る
手
段
と
し
て
の
消
費
（
手

段
的
消
費
）
の
割
合
は
、
い
っ
か
ん
し
て
減
り
続
け
、

か
わ
っ
て
生
き
が
い
の
充
足
と
い
っ
た
生
き
る
目
的
と

し
て
の
消
費
（
目
的
的
消
費
）
が
、
大
幅
に
増
加
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
。
余
暇
市
場
の
規
模
を
飛
躍
的

に
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
6
1
年
の
余
暇
市
場
は
、
5
4

兆
円
で
国
民
総
支
出
（
名
日
）
３
３
０
兆
円
の
1
6
％
、

民
間
最
終
消
費
支
出
（
名
目
）
の
2
8
％
を
占
め
、
将
来

さ
ら
に
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

多
様
化
す
る
余
暇
活
動

　
3
0
～
4
0
年
代
の
余
暇
活
動
は
、
パ
チ
ン
コ
、
マ
ー
ジ

ャ
ン
、
団
体
慰
安
旅
行
な
ど
の
、
ス
ト
レ
ス
解
消
型
が

中
心
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
5
0
年
代
に
入
る
と
ゴ
ル
フ
、

テ
ニ
ス
、
ヨ
ッ
ト
な
ど
、
生
活
エ
ン
ジ
ョ
イ
型
が
さ
か

ん
に
な
る
と
と
も
に
、
学
習
・
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
生
き
が
い
重
視
型
の
余
暇
活
動
も
増
え
つ
つ

あ
る
。

　
ま
た
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
余
暇
活
動
の
内

容
も
変
化
し
、
「
余
暇
の
多
様
化
」
が
進
ん
で
い
る
。

余
暇
と
知
縁
化

　
余
暇
活
動
の
多
様
化
の
な
か
で
、
く
つ
ろ
ぎ
、
休
息

な
ど
の
受
動
的
活
動
が
減
少
し
、
交
際
、
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
の
主
体
的
、
能
動
的
活
動
が
増
え
て
い
る
。
こ
う
し

た
活
動
は
、
当
然
に
目
的
を
も
っ
た
行
動
で
あ
り
、
第

２
章
で
も
の
べ
た
よ
う
に
、
余
暇
活
動
を
契
機
と
し
た

多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
進
ん
で
い
る
。

余
暇
と
地
域

　
余
暇
活
動
に
と
っ
て
は
、
特
に
時
間
的
余
裕
が
不
可

欠
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
高
齢
者
や
主
婦
は
、
余
暇
時

代
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
主
体
で
あ
る
と
い
え
る
。
高
齢

者
や
王
婦
は
、
み
ず
か
ら
の
生
活
基
盤
を
「
地
域
」
に

お
い
て
お
り
、
「
地
域
」
を
軸
と
し
た
余
暇
活
動
（
※

②
）
は
、
楽
し
さ
と
自
由
に
い
ろ
ど
ら
れ
た
新
し
い
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
、
そ
だ
て
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

・レジャー活動

※
ひ
と
く
ち
メ
モ

①
国
民
総
生
活
時
間
の
う
ち
の
自
由
時
間

4
5
年
１
７
６
５
、
6
0
年
2
3
0
4
（
単
位
；
億
人
・
時

・心の豊かさは文化を求める
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■消費構造の変化

生活の文化化は文化産業の成長を期待している。

ライフステージによって異なる自由時間の

多寡などが､人々の学習活動に影響を

与えているのだろうか。

学習活動の高まりは友人を多く

つくっていくのだろうか。

間
）
〔
国
土
庁
「
第
４
次
全
国
総
合
開
発
計
画
」
〕

②
望
ま
し
い
学
習
活
動
の
場

地
域
6
3
・
６
％
、
職
場
の
近
く
1
3
・
３
％

「
横
浜
市
民
の
学
習
と
市
民
意
識
調
査
」
（
昭
和
6
0
年
度
）

　
二
度
に
わ
た
る
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
に
、
日
本

経
済
は
安
定
成
長
段
階
に
は
い
っ
て
い
っ
た
。
人
口
は

昭
和
5
3
年
大
阪
を
ぬ
き
、
全
国
第
２
位
に
な
り
、
横
浜

は
五
重
苦
の
重
荷
に
く
わ
え
、
低
成
長
と
膨
大
な
人
口

を
か
か
え
、
市
政
の
厳
し
い
運
営
を
強
い
ら
れ
た
。

　
市
民
生
活
で
は
、
下
水
道
、
公
園
な
ど
の
生
活
基
盤

の
遅
れ
を
始
め
、
老
人
ホ
ー
ム
や
病
院
な
ど
の
福
祉
医

療
施
設
、
図
書
館
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
市
民

利
用
施
設
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
充
実
が
叫

ば
れ
て
い
た
。
ま
た
、
都
市
の
活
力
と
し
て
、
鉄
道
、

道
路
な
ど
の
都
市
基
盤
を
は
じ
め
、
横
浜
の
都
市
と
し

て
の
機
能
強
化
も
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
国
際
化
、
情
報
化
の
進
展
の
な
か
で
、
横

浜
が
培
っ
て
き
た
豊
富
な
資
産
を
基
礎
に
、
2
1
世
紀
へ

と
続
く
国
際
文
化
都
市
形
成
へ
の
足
が
か
り
を
つ
か
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
だ
。

　
横
浜
市
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
む
か
っ
て
、
力
強
い

あ
ゆ
み
を
続
け
て
き
た
。

　
昭
和
5
6
年
策
定
し
た
「
よ
こ
は
ま
2
1
世
紀
フ
ラ
ン
」

は
、
横
浜
の
歩
む
べ
き
道
し
る
べ
で
あ
り
、
こ
の
計
画

の
着
実
な
推
進
に
よ
っ
て
、
２
１
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
豊

か
な
市
民
生
活
が
実
現
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

【
市
民
利
用
施
設
】

●
地
区
セ
ン
タ
ー
（
延
利
用
人
員
）

【
５
重
苦
を
の
り
こ
え
て
】

｢生きる｣から｢楽しく生きる｣へ

｢生きがい｣のための目的消費はなかなか充足しないものであり、

これからも増え続けることであろう。

・学習活動率とライフステージ

■学習活動率と友人の数

■2000年の余暇市場
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